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(課程博士・様式g) 審査要旨

専攻バイオサイエンス 学籍番号_____Q笠坐旦主一主主且盆 Robert Minkner 

論文題目 Studv on血eefficient Durificati悶nof田 combinantnroteins合omthe silkworm田 nress旧n

svs旬m (カイコ発現系からの組換えタンパク質の効率的な精製に関する研究)

抗体医薬の需要が増え続け、組換えタンパク質の効率的生産が求められτいる。

大腸菌や酵母発現系は、不完全な翻訳後修飾や封入体形成の問題があり真核生物由

来のタンパク質発現には向いていない。一方、昆虫細胞発現系は、翻訳後修飾が可

能で、生産性も高く、大量発現系として適している。カイコの場合、組換えタンパ

ク質の発現量が多い反面、カイコ由来のタンパク質も多く含むため精製は容易では

ぐ |ない。しかし、カイコ発現系の体系的なタンパク質精製に関する研究報告がほとん

どなく、これがカイコの利用のための大きな課題となっている。本論文は、カイコ

の幼虫からのタンパク質精製を目的として、カイコ体液から組換えタンパク質の効

率的精製を行ったものである。

第 )-2章では、カイコ発現系とタンパク質の精製法について概説した。

第3章では、モデル蛍光タンパク質 GFPuv-s 1， 3-N-アセチルグルコサミニルトラン

スフエラーゼ2を用いて精製の前処理方法について検討した。

第4章では、第 2章で得られた成果を、モデルタンパク質である mCherryの精製

に応用して、対照となるアフィニティ精製と同等の純度でしかも高い回収率を得た。

第 5章では、ヒトパピローマウイルス様粒子 (HPV)を発現した体液をイオン交換

樹脂と CHTカラム及びヘパリンカラム操作で、アフィニティ精製と同等の精製結果

(_ Iを得た。
第 6-7章では、エンベロープeを持たないウイルス様粒子 (VLP)の精製とエンベ

ロープを持つ VLPの精製を比較・検討した。

第 8章では次世代精製法の先駆けとして磁気ナノ粒子を用いたタンパク質の精製

を試みた。

以上のように、本論文では、効率的な組換えタンパク質の精製を目指し、最適な

前処理条件を決定し、 3段階のクロマト操作で DNAとタンパク質をそれぞれ 99.3%

以上除去した結果を示すとともに、カイコで発現したタンパク質の精製に関する有

用な知見を与えている。よって、以上のことから、本論文は博士(工学)の学位論

文としてふさわしいものと認められる。


